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お手元のスマホでも 
ご覧いただけます。16 バイオものづくり

■オンラインコンテンツ

詳しい情報はこちら→
http://www.oit.ac.jp/
bio/labo/̃nagamori/

NEDOプロジェクト名 カーボンリサイクル実現を加速するバイオ由来製品生産技術の開発

お問い合わせ先 大阪工業大学工学部生命工学科生物プロセス工学研究室　教授　長森英二
E-mail : eiji.nagamori@oit.ac.jp

Bio-foundry Facilities for New Entrants,  and Data Analysis Support SystemBio-foundry Facilities for New Entrants,  and Data Analysis Support System

大阪工業大学

希望するビジネスマッチング  Matching Requests 

今後の予定　Future Plan

研究開発の概要   Research Highlights

微生物による物質生産を検討している新規参入企業（開発戦略立案から実務への助言・紹介）
　
バイオ生産プロセスを構築段階の企業（高度培養人材の教育、最適化や試作品製作の支援）
バイオ生産プロセスの開発を効率化したい既存発酵企業（開発業務の効率化）
解析作業や開発の効率化、培養データ集積と活用の仕組み作り (BMDSの一般公開 )

実験室スケールと試験製造の谷間を橋渡しする「試作支援施設/
バイオものづくりラボ」と「培養人材育成（NEDO特別講座）」で、
新規参入の障壁を取り除く！

培養データ解析（装置データ、分析データを統合した解析・作図）を
圧倒的に省力化するDXアプリ（BMDS）で作業者の負担を大幅に削減！

培養データを自然に集積する仕組みを整え、
データ駆動の業務へDX改革の足掛かりを。

To accelerate bioproduct manufacturing, 
・Trial production support facilities
・Human resource development

BMDS is an app that reduces the labor required 
for culture data analysis and accelerates data 
accumulation

バイオ試作品製造を加速するための”新しい仕組み“と”要素技術“の開発

・遠心機 大小完備
・菌体破砕装置
・凍結乾燥機

1オートサンプラーを
全ての装置に完備

大量に生じる培養データの
蓄積・解析・知識発見を支援する
オリジナルアプリ「BMDS」を開発2 微生物や培地成分を

解析するための
自動分析装置群を設置3 実験器具の

自動洗浄装置を設置4培養技術者を煩雑な操作から解放し、
スピーディな開発を可能にする仕組みを提供

分析機器(主に培地最適化・培養最適化をターゲットに)
・HPLC（各種糖、有機酸）
・UPLC（アミノ酸20種）
・酵素反応式センサー（糖、有機酸、NH4＋他） 3台

・比色法（Mg, P）、分光光度計 2台
・プレートリーダー

流加詳細条件、加圧条件

周辺機器
・安全キャビネット 3台
・オートクレーブ 2台
・冷蔵冷凍庫 多数完備

・振とう培養器 3台
・微生物オートカウンター
・膜分離モジュール

【5L 4連】
本格流加培養用
流加2系統、加圧・排ガス分析、OD計、
セミオンラインのグルコース測定＆制御
pH制御、DO制御

流加培養条件

【1L 12連】
教育・小規模流加検討用
流加、オートサンプラー、排ガス分析
pH制御、DO制御

【30Lシングルユース】
気泡塔型シングルユース（独自開発）
流加2系統、pH制御、DO制御、排ガス分析、
オートサンプラー、吐出速度改良

多様な品目を
素早く試作

【30L】
蒸煮滅菌・定置洗浄型
流加2系統、加圧、排ガス分析、OD計、
溶存炭酸ガス、オートサンプラー、
電力値書き出し機能追加、pH制御、DO制御

定置滅菌の影響など

培地基本条件

【0.05L(L字管)36連）】
自動吸光度測定機能付振とう培養器
（中和無し、OD＝2まで）

【0.25L 32連】
スクリーニング・培養条件最適化用
回分培養、オートサンプラー、排ガス分析
pH制御、DO制御

培養基本条件

BMDS 開発の動機、予想される効果

培養
ビック
データ

高度な
データ
活用

BMDSで現場の負担軽減！ 育種や分離精製との連携、
自動制御、異常検知等へ

属人的データ管理から脱却、
過去データの迅速活用

めちゃ楽

ひな型準拠した培養データ蓄積

既設の培養拠点施設に
分離・精製機能を増強中。
十分な研究スペースと来訪者用オフィスを
備えた新棟建設を推進中。

3階建　延床面積500平米超

2025
年度末

竣工予
定！

2024年度から一般公開を開始
活用企業実績7社以上 検討中企業多数（2024年6月）

多連の小型ジャーから中規模サイズの性能を紐づけ。
自動化装置を数多く取り入れ培養作業を省力化。

→ 開発期間と手間の大幅な圧縮


